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競技では、決められた時間内に木造小屋組の一部を製

作し、出来栄えを競います。作業は、「カンナによる部材

の木ごしらえ」→「正確な墨付け」→「ていねいで素早い

加工仕上げ」の順で進められ、最後に各部材を組立てて

完成させます。部材の木ごしらえでは、断面の寸法の正

確性が必要となるため、よく切れる

カンナとその調整が重要です。

練習で鍛えた自慢の腕と技で
ものづくりを極める！

古舘 優羽さん

やる気を持って、好
きなことにとことん
取り組むことが大
事だと思います！

木造の建築物を構築する優れた技能！
建築大工は、木造建築物の「墨付け（加工するための目印）」「木

材の加工」「建方（土台や柱、小屋組を組み上げる棟上げまで）」

「仕上げ材の取付け」などを行う職人のことです。木造建築物に

代表される「家」は、人生で最も高額な買い物となります。その

「家」が、建築大工の技術や技能によって着実に仕上がっていき、

完成した時に家の持ち主である施主さんとともに喜びあうことが

できるのは、建築大工の大きなやりがいです。

塚崎 英世主査
職業能力開発総合大学校

木造
建築物の
一部を再現

前回大会金メダリストからメッセージ！
所属：ものつくり大学
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